


だ
い
け
ん
ち
ゅ
う
と
う

「
大
建
中
湯
は
頻
繁
に
処
方
す
る
。
大

腸
ガ
ン
の
手
術
後
な
ど
、
腸
管
が
麻
痺

し
て
起
こ
る
膨
満
感
や
悪
心
な
ど
の
予

防
に
有
効
と
実
感
し
て
い
る
」
（
あ
る
消

化
器
外
科
専
門
医
）
。
別
の
神
経
内
科
医

は
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
に
よ

る
妄
想
や
暴
力
を
抑
え
る
ク
ス
リ
と
し

よ
く
か
ん
さ
ん

て
抑
肝
散
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
処

方
が
増
え
て
い
る
」
と
言
う
。

こ
の
と
お
り
近
年
、
西
洋
医
学
を
基

礎
と
す
る
日
本
の
医
療
現
場
で
、
漢
方

薬
が
併
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
徐
々
に
増

え
て
い
る
。
漢
方
薬
は
、
中
国
の
医
学

を
起
源
と
し
、
診
断
法
な
ど
が
日
本
で

独
自
に
進
化
し
た
「
漢
方
医
学
」
で
用

い
ら
れ
る
ク
ス
リ
の
総
称
で
あ
る
。

薬
草
な
ど
多
数
の
有
効
成
分
を
含
む

生
薬
を
組
み
合
わ
せ
て
作
ら
れ
、
そ
の

数
は
保
険
収
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も

1
4
0

以
上
に
上
る
。
冒
頭
の
大
建
中

湯
、
抑
肝
散
も
漢
方
薬
の
一
種
だ
。
生

薬
を
煎
じ
て
飲
む
方
法
も
あ
る
が
、
そ

の
煎
じ
薬
を
乾
燥
さ
せ
て
製
剤
し
た
医

療
用
漢
方
薬
が
一
般
的
な
医
療
現
場
で

は
使
わ
れ
て
い
る
。

ツ
ム
ラ
は
、
医
療
用
漢
方
薬
の
売
上

高
8
8
3

億
円

(
2
0
0
9年
度
）
で
、

市
場
シ
ェ
ア
の
8

割
を
握
る
ト
ッ
プ
メ

ー
カ
ー
で
あ
る
。
1
9
7
6

年
に
漢
方

薬
に
健
康
保
険
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
、
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企
業
レ
ポ
ー
ト

長
ら
く
代
名
詞
だ
っ
た
「
バ
ス
ク
リ
ン
」
な
ど
低
収
益
部
門
を
売
却
し
て
漢
方
薬
に
集
中
し
、
倒
産
寸
前
か
ら
復
活
を
遂
け
た
ツ
ム

ラ
。
想
定
ど
お
り
な
ら
今
期
、
過
去
最
高
益
を
達
成
す
る
。
中
国
に
依
存
す
る
原
料
が
高
騰
傾
向
に
あ
り
、2
年
こ
と
に
製
品
単
価

が
下
が
り
続
け
る
な
か
、
今
後
も
成
長
路
線
は
続
け
ら
れ
る
の
か
。
同
社
の
戦
略
と
リ
ス
ク
を
追
っ
た
。
本
誌
・
柴
田
む
つ
み

売
り
上
げ
は
徐
々
に
拡
大
。
近
年
、
販

売
量
は
右
肩
上
が
り
で
増
え
て
き
た

（
右
グ
ラ
フ
参
照
）
。

し
か
し
、
「
ょ
う
や
く
こ
こ
ま
で
持
ち

直
し
て
き
た
」
と
芳
井
順
一
社
長
が
感

慨
深
げ
に
振
り
返
る
よ
う
に
、
そ
の
道

の
り
は
平
坦
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

ム
ラ
の
創
業
は
1
8
9
3

年
、

ツ
明
治
時
代
の
後
期
に
さ
か
の
ぽ

る
。
1
9
3
0

年
に
発
売
さ
れ
た
入
浴

剤
「
バ
ス
ク
リ
ン
」
が
爆
発
的
に
ヒ
ッ

ト
し
、
一
般
に
も
な
じ
み
の
深
い
企
業

と
な
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
伝
統
企
業
は

9
0年
代
後
半
に
二
つ
の
出
来
事
に
よ
り

「
倒
産
の
一
歩
手
前
」
（
芳
井
社
長
）
と

い
う
存
亡
の
危
機
を
迎
え
る
。

―
つ
は
、
創
業
一
族
に
よ
る
特
別
背

任
事
件
。
創
業
家
の
元
社
長
が
不
透
明

な
投
融
資
を
理
由
に
逮
捕
さ
れ
た
。

も
う
―
つ
は
、
当
時
年
間
3
0
0

偉

し
よ
う
さ
い
こ
と
う

円
を
売
り
上
げ
て
い
た
小
柴
胡
湯
の
副

作
用
で
死
亡
者
が
出
た
こ
と
だ
。
小
柴

胡
湯
は
感
冒
や
慢
性
肝
炎
な
ど
の
患
者

に
処
方
さ
れ
て
い
た
が
、
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ロ
ン
と
の
併
用
や
、
肝
硬
変
ま
た
は

肝
ガ
ン
の
患
者
へ
の
投
与
に
よ
っ
て
湖

作
用
が
起
こ
る
こ
と
が
判
明
し
、
つ
い

に
は
死
亡
者
が
出
た
。
＇

こ
の
二
つ
を
契
機
に
、
ツ
ム
ラ
は
多

く
の
官
公
立
病
院
か
ら
取
引
を
停
止
さ

ツムラ
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倒
産
寸
前
か
ら
の
復
活
劇

漢
方
薬
集
中
の
凄
み
と
リ
ス
ク

ツ
ム
ラ
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ま
i
E
と
う
き
し
ぎ
ゃ
く
か
ご
し
ゅ
ゆ
し
ょ
う
き
ょ
う
と
う

ぇ
E
当
帰
四
逆
加
呉
莱
焚
生
姜
湯

冷
語
は
使
わ
ず
あ
る
程
度
簡
素
化
し
た
プ

ロ
セ
ス
で
処
方
す
る
方
法
が
伝
え
ら
れ

た
。
お
お
ま
か
な
体
質
や
体
調
の
把
握

と
明
ら
か
な
症
状
を
基
に
処
方
で
き
る

よ
う
に
し
て
、
漢
方
薬
へ
の
抵
抗
感
を

払
拭
さ
せ
る
の
が
狙
い
だ
っ
た
。

効
果
を
実
感
し
、
も
っ
と
勉
強
し
て

み
た
い
と
思
っ
た
医
師
向
け
に
は
、

1
0

ー

2
0人
単
位
で
受
け
ら
れ
る
セ
ミ
ナ
ー

を
全
国
で
開
催
。
現
在
も
さ
ま
ざ
ま
な

レ
ベ
ル
、
専
門
分
野
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
し
、
「
臨
床
研
究
指
定
病
院
の
指

導
医
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
に
特
に

注
力
し
て
い
る
」
（
高
崎
隆
次
・
理
事
医

薬
営
業
本
部
副
本
部
長
）
と
い
う
。

そ
し
て
、
第
3

と
し
て
、
4

鉄
は
熱

い
う
ち
に
打
て
！
ク
と
大
学
医
学
部
で

の
漢
方
薬
教
育
の
普
及
を
後
方
支
援
し

た
。
全
国
の
医
学
部
で
漢
方
薬
の
講
座

を
設
定
で
き
る
よ
う
、
指
導
医
を
紹
介

す
る
な
ど
後
押
し
し
て
い
る
。

前
進
の
き
っ
か
け
は
、
文
部
省
（
現

文
部
科
学
省
）
が
0
1
年
に
発
表
し
た
医

学
部
の
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
初
め

て
「
和
漢
薬
を
概
説
で
き
る
」
と
い
う

指
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
だ
。
以
降
、
全

国
に
8
0あ
る
医
学
部
の
多
く
で
漢
方
薬

に
関
す
る
講
座
が
設
定
さ
れ
て
き
た
。

成
果
は
本
誌
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
で
も
見
て
取
れ
る
。
有
効
回
答

数
6
7
校
の
う
ち
約9
割
が
漢
方
に
関
す

る
講
座
を
設
定
し
て
い
る
、
と
回
答
。

た
だ
し
、
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

更年期障害
T 
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詞

れ
、
連
結
売
上
高
は
約
1
0
0
0

億
円

か
ら
3

割
超
も
急
減
、
自
己
資
本
比
率

は
2
0
0
0

年
度
に
わ
ず
か
5
.
7
%

ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
当
時
、
「
メ
イ
ン
行

か
ら
自
主
再
建
は
無
理
で
す
と
言
わ
れ

た
」
（
芳
井
社
長
）
と
い
う
。

窮
[
しL戸
i
i
ム
』
い
：
[
い

（
現
第
一
三
共
）
常
務
だ
っ
た
風
間
八

左
衛
門
氏
で
あ
る
。
風
間
氏
は
、
ツ
ム

ラ
創
業
者
・
津
村
重
舎
の
孫
に
当
た
る
。

本
家
の
一
大
事
と
あ
っ
て
自
ら
再
建
に

当
た
る
腹
を
決
め
た
の
だ
っ
た
。
そ
の

際
、
旧
第
一
製
薬
で
部
下
だ
っ
た
芳
井

社
長
を
引
き
連
れ
、
二
人
三
脚
で
再
建

に
当
た
っ
た
。

2
0
0
0

年
か
ら
の
約
1
0年
間
で
、

ツ
ム
ラ
は
企
業
の
収
益
構
造
を
一
変
さ

せ
る
構
造
改
革
を
実
施
す
る
。
ツ
ム
ラ

の
代
名
詞
だ
っ
た
バ
ス
ク
リ
ン
な
ど
家

庭
用
品
部
門
を
分
離
・
売
却
し
た
ほ
か
、

漢
方
薬
以
外
の
新
薬
開
発
を
停
止
す
る

な
ど
低
収
益
部
門
を
削
減
し
た
。

一
方
で
、
主
力
か
つ
、
高
収
益
を
稼

ぎ
出
す
医
療
用
漢
方
薬
の
事
業
に
特
化

・
拡
大
を
進
め
た
。

芳
井
社
長
が
就
任
し
た
の
は
、
改
革

路
線
が
定
着
し
た
0
4
年
。
そ
し
て
、
医

療
用
漢
方
薬
の
販
売
量
は
、
2
0
0
0

年
度
比
で
ほ
ぽ
倍
増
し
た
。
い
か
に
し

て
医
療
用
漢
方
薬
を
伸
ば
し
て
き
た
の

だ
ろ
う
か
。

旧
第
一
製
薬
か
ら

移
っ
た
当
初
、
芳
井

社
長
は
、
ツ
ム
ラ
の

営
業
部
門
に
疑
問
を

感
じ
て
い
た
。
「
漢
方

薬
を
た
く
さ
ん
処
方

す
る
重
要
先
は
毎
日

の
よ
う
に
訪
問
す
る

一
方
、
ま
っ
た
く
新

規
開
拓
を
し
て
い
な

か
っ
た
」
か
ら
だ
。

当
時
の
重
要
先
は
、

診
療
科
が
多
岐
に
わ

た
る
も
の
の
開
業
医

が
中
心
で
、
大
規
模

な
総
合
病
院
な
ど
新

規
顧
客
の
獲
得
は
不

強
制
力
は
な
く
、
漢
方
薬
は
医
師
国
家

試
験
に
も
含
ま
れ
な
い
科
目
の
た
め
、

大
学
に
よ
っ
て
、
講
座
の
コ
マ
数
や
講

師
の
育
成
状
況
な
ど
漢
方
教
育
へ
の
取

り
組
み
姿
勢
に
バ
ラ
ッ
キ
は
大
き
い
。

こ
の
ほ
か
、
若
い
学
生
が
総
じ
て
漢

方
薬
に
興
味
•
関
心
を
持
っ
て
い
る
の

に
対
し
、
教
授
陣
で
は
漢
方
薬
に
対
す

る
信
頼
性
や
理
解
が
さ
ほ
ど
深
ま
っ
て

い
な
い
と
い
う
傾
向
も
見
て
取
れ
る
。

し
か
し
、
漢
方
教
育
の
未
成
熟
や
、

教
授
陣
の
漢
方
薬
に
対
す
る
偏
見
は
、

裏
を
返
せ
ば
、
漢
方
薬
は
ま
だ
ま
だ
市

場
開
拓
で
き
る
余
地
が
大
き
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

ろ
注
意
す
べ
き
は
、
営
業
を

む
ぃ
ぐ
あ
ま
り
、
漢
方
薬
の
副
作

用
や
診
察
法
な
ど
を
十
分
知
ら
な
い
医

師
が
増
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。

コ
腹
部
手
術
後
に
大
建
中
湯
ク
と
の

乱
暴
な
営
業
文
旬
も
聞
こ
え
て
く
る
が
、

胃
ガ
ン
患
者
に
適
さ
な
い
な
ど
、
注
意

喚
起
が
不
十
分
」
と
癌
研
有
明
病
院
漢

方
サ
ポ
ー
ト
外
来
の
星
野
恵
津
夫
・
消

化
器
内
科
部
長
は
警
鏡
を
鳴
ら
す
。

同
病
院
は
、
ガ
ン
専
門
と
し
て
は
珍

し
く
漢
方
薬
の
専
門
外
来
を
設
け
、
放

射
線
治
療
時
に
起
こ
る
副
作
用
の
症
状

緩
和
な
ど
に
漢
方
薬
を
処
方
し
て
い
る
。

0
6年
の
設
置
当
初
、
院
内
紹
介
の
み
だ

っ
た
患
者
は
い
ま
や
全
国
か
ら
集
ま
り
、

月
間
患
者
数
は
3
6
0

人
と
右
肩
上
が

り
だ
。
日
進
月
歩
の
ガ
ン
治
療
で
も
漢

•!碑ぶエロ皿●
全国大学医学部における漢方に関するアンケートの結果

Ql 漢方の講座をどの程度設定していますか

漢方の講座を
設定している
医学部のうち

Q舌診や腹診など
実習も実施

B 
Q自校に漢方を
教えられる講鰤が
3人以上いる

, 

第
1

に
、
化
学
合
成
で
作
ら
れ
る
ク

ス
リ
の
効
果
が
薄
い
分
野
の
、
三
つ

（
現
在
は
五
つ
）
の
漢
方
薬
に
集
中
し

て
、
ク
ス
リ
が
効
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解

明
す
る
こ
と
だ
。
そ
の
結
果
、
医
薬
情

報
担
当
者

(
M
R
)は
、
よ
り
科
学
的
、

方
薬
の
活
用
が
広
が
る
な
ど
、
有
用
性

が
見
直
さ
れ
て
い
る
今
こ
そ
、
間
違
っ

た
使
い
方
に
よ
る
大
き
な
副
作
用
事
故

の
防
止
に
努
め
る
意
義
は
大
き
い
。

Q2 漢方に対する理解や関心は高まっていますか
不明

予
想
ど
お
り
な
ら
、

鵡
翻
5鱈
蹂
呟

今
期
、

ツ
ム
ラ

効
く
仕
組
み
を
解
明
し

医
師
の
不
信
感
を
払
拭

可
欠
だ
っ
た
。
し
か

し
西
洋
医
学
に
慣
れ

親
し
ん
だ
医
師
の
あ

い
だ
で
、
畑
違
い
の

漢
方
薬
に
対
す
る
不

信
感
は
根
強
か
っ
た
。

古
く
か
ら
使
わ
れ

て
き
た
こ
と
で
漢
方

薬
の
効
果
は
わ
か
っ

て
い
る
。
だ
が
、
西

洋
医
学
で
用
い
ら
れ

る
化
学
合
成
さ
れ
た

医
薬
品
の
よ
う
に
、

ク
ス
リ
が
効
く
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
科
学
的
に

解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、

そ
れ
が
不
信
感
に
つ

な
が
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
ツ
ム
ラ
は
、

漢
方
薬
へ
の
不
信
感

を
払
拭
し
な
が
ら
、

新
規
開
拓
す
る
、
三

つ
の
作
戦
を
実
行
に

移
し
た
。

（億円）

・ふ平匹田！且UL窃U●
売上高と営業利益率の推移 (%) 

低い
●個人差が大きい
●精通した教授が必ず
しも増えていない

低い
●国家試験科目で
精一杯
●授業で十分な
時間が取れない
●入局科として
選択肢に入らない

高まっている
●授業でも質問が多く熱心
●研究サークルが熱心に活動
（または結成された）

＊本誌から防衛医科大学校を含む全国80大学医学部にアンケートを送付し、 67校 (84%) から有効回答を得た

高まっている
●処方数の増加
●毎年カリキュラムの
検討を重ねている
●講座運営に多くの
教授がかかわっている

具
体
的
な
説
明
が
可
能
に
な
る
。
漢
方

薬
の
薬
効
を
示
す
論
文
が
出
れ
ば
、
医

師
も
納
得
し
処
方
に
自
信
を
深
め
る
。

こ
れ
を
「
育
薬
」
と
呼
ん
だ
。

第
2

に
、
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
医

師
に
漢
方
薬
の
効
果
を
実
感
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
新
規
先
へ
の
説
明
に
工
夫

を
凝
ら
し
た
。
た
と
え
ば
、
遥
漢
方
薬
初

心
賓
の
医
師
に
は
、
漢
方
の
専
門
用

は
連
結
売
上
高
9
3
1

億
円
に
対
し
営

業
利
益
1
9
6

億
円
と
、
過
去
最
高
益

を
記
録
す
る
。

低
収
益
部
門
を
削
減
し
、
い
ま
や
連

結
売
上
高
の
9
7
％
を
占
め
る
医
療
用
漢

方
薬
事
業
に
注
力
す
る
二
本
足
打

桔
は
ほ
ぽ
完
成
し
た
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
最
適
な
生
産
・
流
通
体
制
や
社
内

300 ··········• 
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私
が
営
業
担
当
役
員
に
就
い
た
1
9

9
7

年
当
時
、
営
業
の
仕
組
み
に
大
い

な
る
間
題
が
あ
る
と
感
じ
た
。

ま
ず
新
た
な
得
意
先
を
広
げ
て
い
く

必
要
性
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
漢
方
医

学
を
国
の
伝
統
医
学
と
し
て
認
め
て
も

ら
う
働
き
か
け
も
必
要
だ
っ
た
。

後
者
の
第
一
歩
と
し
て
、
2
0
0
1

年
に
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
「
和
漢

薬
を
概
説
で
き
る
」
と
い
う
指
針
が
入

っ
た
の
は
大
き
か
っ
た
。

大
学
へ
の
働
き
か
け
や
、
漢
方
薬
に

興
味
を
持
っ
た
医
師
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー

を
地
道
に
実
施
す
る
こ
と
な
ど
で
漢
方

医
学
が
根
づ
い
て
い
け
ば
、
売
り
上
げ

は
自
然
と
つ
い
て
く
る
。

実
際
、
平
均
的
な
実
売
量
の
伸
び
率

は
3

年
前
ま
で
が
7
%

、
直
近
で
は
9

％
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
で
営
業
戦
略

の
手
応
え
は
得
た
が
、
一
方
で
生
薬
の

生
産
が
足
り
な
く
な
る
と
気
づ
い
た
。

生
薬
の
生
産
は
長
い
も
の
で
7

年
か
か

る
。
ま
た
保
管
は
セ
氏
1
5度
・
湿
度
6
0

％
以
下
と
い
っ
た
条
件
が
揃
わ
ね
ば
な

ら
な
い
な
ど
、
対
応
は
一
朝
一
夕
に
で

き
な
い
。
こ
の
た
め
、
需
要
予
測
に
基

づ
い
た
生
薬
確
保
の
計
画
を
社
内
全
体

で
共
有
し
よ
う
と
「
漢
方
1
0年
ビ
ジ
ョ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
た
。

今
で
は
、
使
用
し
て
い
る
全
ー1
8

種

の
生
薬
の
調
達
経
路
や
使
用
農
薬
の
状
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の
人
員
体
制
が
構
築
さ
れ
、
取
扱
量
が

増
え
る
ほ
ど
効
率
が
高
ま
り
収
益
性
が

向
上
す
る
。

で
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
今
の
成
長

を
続
け
ら
れ
る
の
か
ー
。
結
論
か
ら

い
え
ば
、
ツ
ム
ラ
の
成
長
に
関
し
て
は
、

自
助
努
力
で
完
全
に
解
決
で
き
な
い
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
が
二
つ
あ
る
。

―
つ
は
、
漢
方
薬
に
健
康
保
険
が
使

え
な
く
な
る
リ
ス
ク
で
あ
る
。

実
際
、
昨
年
も
行
政
刷
新
会
議
の
事

業
仕
分
け
で
、
漢
方
薬
を
保
険
適
用
か

ら
は
ず
す
議
論
が
出
た
。

も
し
、
保
険
か
ら
は
ず
さ
れ
薬
剤
費

の
全
額
が
患
者
負
担
と
な
れ
ば
、
医
療

用
漢
方
薬
の
な
か
で
単
価
の
高
い
ツ
ム

ラ
製
品
の
利
用
減
少
は
必
至
。
幸
い
保— Junichi Yoshii ツムラ社長芳井順一

1 年半後には社長職を禅譲
27万医師に漢方普及を目指す

険
適
用
は
継
続
と
な
り
、
「
適
用
除
外
に

反
対
す
る
署
名
が
2

週
間
で
9
3万
人
分

も
集
ま
る
な
ど
、
漢
方
薬
の
有
用
性
に

つ
い
て
議
論
が
尽
く
さ
れ
て
よ
か
っ
た
。

同
じ
議
論
が
蒸
し
返
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
」
（
芳
井
社
長
）
と
自
信
を
見
せ
る
が
、

議
論
が
再
燃
し
な
い
保
証
は
な
い
。

2

つ
は
原
料
問
題
で
あ
る
。

も
、
ツ
ム
ラ
は
、
原
料
と
し
て
使
っ

て
い
る
生
薬
1
1
8

種
類
の
8

割
を
中

国
に
依
存
し
て
い
る
。
し
か
し
中
国
は

近
年
、
乱
獲
防
止
な
ど
の
目
的
で
、
一

部
生
薬
の
輸
出
量
を
抑
え
る
よ
う
規
制

を
か
け
、
需
給
が
逼
迫
し
て
い
る
。

ツ
ム
ラ
は
米
国
で
大
建
中
湯
の
開
発

を
進
め
、
1
7年
の
発
売
を
目
指
し
て
い

る
。
だ
が
、
「
漢
方
薬
の
効
果
を
ま
ず
は

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
。
承
認
さ

れ
た
と
し
て
も
た
っ
た
1

剤
し
か
な
い

現
時
点
で
の
本
格
的
な
海
外
展
開
は
現

実
的
で
な
い
」
（
芳
井
社
長
）
と
、
消
極

的
な
ス
タ
ン
ス
を
示
す
。
海
外
市
場
の

拡
大
に
生
薬
確
保
と
い
う
腔
路
が
立
ち

ふ
さ
が
る
こ
と
も
そ
の
一
因
と
し
て
あ

る
。
大
建
中
湯
に
使
う
生
薬
が
、
い
ず

れ
も
日
本
で
取
れ
る
も
の
ば
か
り
な
の

も
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
中
国
や
韓
国
が
そ
れ
ぞ
れ
国

ぐ
る
み
で
生
薬
由
来
の
医
薬
品
の
国
際

展
開
を
狙
っ
て
お
り
、
そ
の
動
き
が
具

体
化
す
れ
ば
、
今
後
、
生
薬
の
取
り
合

い
は
ま
す
ま
す
激
化
す
る
は
ず
だ
。
「
日

本
も
産
官
学
が
一
体
と
な
っ
て
対
応
し

況
ま
で
把
握
で
き
て
い
る
。
だ
が
、
漢

方
薬
の
需
要
が
さ
ら
に
伸
び
た
場
合
へ

の
備
え
な
ど
、
社
内
の
問
題
意
識
は
十

分
と
は
い
え
な
い
。

漢
方
薬
は
重
篤
な
副
作
用
も
発
生
し

う
る
の
で
、
市
販
薬
と
し
て
テ
レ
ビ
C

M
で
大
々
的
に
打
ぢ
出
し
て
売
る
よ
う

な
薬
剤
で
は
な
い
。
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と

し
て
市
販
薬
を
持
っ
て
は
お
く
が
、
拡

な
け
れ
ば
、
漢
方
そ
の
も
の
の
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
る
」
（
渡
辺
賢
治
・
慶
應
義
塾

大
学
医
学
部
東
洋
医
学
セ
ン
タ
ー
長
）

と
の
見
方
も
あ
る
。

数
量
確
保
に
加
え
て
、
価
格
の
問
題

も
あ
る
。
製
造
原
価
の
3

割
を
占
め
る

生
薬
に
は
、
需
給
逼
迫
に
よ
る
価
格
の

上
昇
リ
ス
ク
が
あ
る
う
え
、
年
ご
と
の

収
穫
状
況
に
よ
っ
て
価
格
が
乱
高
下
す

る
。
ツ
ム
ラ
の
場
合
「
一
部
を
除
き
契

約
農
家
に
栽
培
し
て
も
ら
っ
て
い
る
た

め
、
市
場
価
格
の
高
騰
の
影
響
は
ほ
と

ん
ど
受
け
な
い
」
（
久
島
正
史
専
務
）
と

い
う
。

だ
が
、
ツ
ム
ラ
が
仮
に
、
昨
今
並
み

の
年
率
8

ー

9

％
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で

成
長
し
た
場
合
、
1
0年
内
に
倍
以
上
の

生
薬
が
必
要
に
な
る
。
数
量
、
価
格
、

両
面
で
生
薬
の
安
定
確
保
は
今
後
、
い

っ
そ
う
切
実
な
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
策
は
講
じ
て
い
る
。
今
年

に
入
り
、
ラ
オ
ス
に
生
産
拠
点
を
設
け

た
ほ
か
、
国
内
で
も
北
海
道
夕
張
市
に

生
産
・
加
工
・
貯
蔵
拠
点
を
新
た
に
設

置
し
た
。
一
部
生
薬
で
は
、
ツ
ム
ラ
だ

け
で
な
く
公
的
研
究
機
関
や
他
の
メ
ー

カ
ー
も
含
め
て
人
工
栽
培
の
研
究
も
進

ん
で
い
る
。

し
か
し
、
気
候
に
よ
っ
て
育
成
で
き

る
も
の
は
限
ら
れ
、
人
工
栽
培
も
「
コ

ス
ト
が
数
倍
も
か
か
り
、
ま
っ
た
く
採

算
に
合
わ
な
い
」
（
久
島
専
務
）
の
が
現

状
だ
。
中
国
へ
の
依
存
度
を
順
次
減
ら

大
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

漢
方
以
外
の
新
薬
開
発
は
、
社
長
に

就
い
た
年
に
や
め
る
こ
と
を
決
め
た
。

魅
力
あ
る
新
薬
候
補
が
な
か
っ
た
た
め

だ
。
研
究
員
は
漢
方
薬
の
作
用
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
解
明
に
集
中
し
て
い
る
。

長
就
任
時
に
、
全
国
の
社
員
に

社
言
っ
て
回
っ
た
の
は
爾
夏

か
ら
の
社
長
輩
出
は
途
切
れ
た
。
誰
も

が
社
長
に
な
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
」
と

い
う
こ
と
。
私
は
4
7歳
で
ツ
ム
ラ
に
来

て
、
凝
縮
し
た
約
1
5年
問
を
過
ご
し
た
。

社
長
の
定
年
を
7
0歳
か
ら
6
5歳
に
引
き

下
げ
た
の
で
、
あ
と
1

年
半
で
次
期
社

長
に
引
き
継
ぐ
。
後
継
者
の
目
星
は
す

で
に
つ
け
た
。

会
長
の
定
年
も
7
5歳
か
ら
7
0歳
に
引

き
下
げ
た
。
（
社
長
を
退
い
た
後
は
）

代
表
権
を
持
た
な
い
会
長
と
し
て5
年

間
、
次
の
社
長
の
サ
ポ
ー
ト
に
徹
す
る

つ
も
り
だ
。
官
庁
や
政
治
関
連
、
中
国

と
の
関
係
強
化
や
、
業
界
活
動
な
ど
を

手
が
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ツ
ム
ラ

の
最
終
目
標
で
あ
る
「
2
7万
人
の
医
師

全
員
に
漢
方
医
学
を
学
ん
で
い
た
だ

く
」
こ
と
を
目
指
す
。
漢
方
医
学
が
根

づ
け
ば
、
将
来
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、

医
療
用
医
薬
品
の
数
量
ベ
ー
ス
で
3

割
、

売
上
高
に
し
て
5
0
0
0

億
円
程
度
ま

で
伸
ば
せ
る
だ
ろ
う
。
（
談
）

·F［甚紐恥．＂£糾11.
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す
に
は
向
こ
う
数
年
は
か
か
る
だ
ろ
う
。

業
績
の
伸
び
を
邪
魔
し
な
い
タ
イ
ミ
ン

グ
で
生
薬
確
保
の
体
制
が
完
成
で
き
る

か
、
時
間
と
の
戦
い
で
あ
る
。

す
で
に
1

年
半
後
の
社
長
交
代
を
明

言
し
て
い
る
芳
井
社
長
。
残
り
の
在
任

期
間
と
、
次
期
社
長
に
と
っ
て
、
生
薬

の
安
定
調
達
に
メ
ド
を
つ
け
る
こ
と
が

最
大
の
課
題
で
あ
り
続
け
る
だ
ろ
う
。

原
料
不
安
あ
り
き
の
成
長
計
画
か
ら

抜
け
出
せ
な
け
れ
ば
、
ツ
ム
ラ
が
掲
げ

る
「
漢
方
医
学
の
普
及
」
と
い
ヽ
ユ
局
邁

な
目
標
の
実
現
は
遠
い
。
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